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＊おことわり＊ 
この資料は、神奈川県立総合教育センター 教育図書室 教科書展覧会「富士山と教科書」

（平成 25年８月９日（金）～９月 20日（金）開催）で作成した資料を編集したものです。 
著作権の関係で、教科書の表紙・挿絵などの画像は割愛しています。 

神奈川県立総合教育センター 教育図書室 

富士山と教科書 

 
 
 
 
 
 
 
神奈川県立総合教育センターは、戦後の検定制度のもとで発行された、３万冊近い教科書

を所蔵しています。 
今回、それらのなかから、「富士山」にちなんだ教科書を紹介します。 
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1.はじめに 
 
神奈川県立総合教育センターの教育図書室には、設立当初から集められてきた３万冊近

くの教科書が所蔵されています。 
この夏、初の試みとして、これらの中から「富士山」にちなんだ教科書を展示します。 

 
2.教科書の中の富士山 
 
富士山は静岡県と山梨県にまたがる標高 3,776ｍの活火山で、その美しい姿は日本の国

内外を問わず広く知られています。 
古くから霊峰として人々の信仰を集めるとともに、数多くの芸術作品の題材としても取

り上げられてきました。 
今回の展示では、昭和 20年代後半から 50年代にかけて発行された、小・中学校国語科

の教科書を中心に、富士山や三保の松原を題材にしたものを紹介します。 
 
3.文化財としての富士山 
 
富士山はそれ自体が「文化財保護法」に基づいて、国の「特別名勝」、「史跡」に指定され

ている文化財です。先ごろ、文化的景観という観点から、関連する文化財群とともに「富士
山-信仰の対象と芸術の源泉」の名で世界文化遺産に登録されました。 
文化的景観とは、自然環境と人間の営みの中で、信仰や芸術・伝統的風習などが長い年月

をかけて地域共同体と結びついた結果形成された風景、という考え方です。 
このことから、富士山は、日本人の信仰や美意識と深く結びつき、今日まで人々に畏敬さ

れ感銘を与え続けた山として、世界に通用する価値を持つ文化的景観である、ということが
できます。 
 
4.信仰の山・富士山 
 
富士山は古くから信仰の対象として神聖視されてきました。平安時代の初め頃には、その

山麓に、噴火を鎮めるための「浅間神社」が建てられ、その後は修験道の道場となりました。
室町時代になると吉田口などの登山道も開かれ、富士山は登拝する山として広く知られる
こととなります。それに伴い、各登山道には登拝者を宿泊させ、登山に必要な準備の世話を
し、さらに登山に必要な神事を行う、「御師」や「坊」の施設が整えられていき、近世にな
ると修験道の先達に伴われた登拝者が多くやってくるようになります。 
江戸時代、「富士講」という民衆信仰の組織が、江戸を中心に関東の広い範囲に広まり、

富士山北麓の吉田口などでは以前にも増して多くの人が登拝するようになりました。 
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富士山の歴史を考えるとき、このような信仰の歩みを無視することはできません。今回の
世界遺産登録でも、富士山の山容だけが単独で選ばれたわけではありません。世界遺産を構
成するのは 25にも及ぶ自然・文化資産ですが、その半数以上が富士山への信仰に関するも
のです。 
 
5.学校の中の富士山 
 
神奈川県には、富士山を望むことができる地域が多数あります。そして、県内にある学校

の名前をながめてみると、「富士」の文字が入っている校名の学校がいくつかあることに気
づきます。 
県立高校に「富士」の名前がついたものはありませんが、小中学校には、「富士見」や「富

士見台」といった名前の学校がいくつかあり、それらは横浜市・川崎市・相模原市・横須賀
市・平塚市・鎌倉市・藤沢市・小田原市など、やはり富士山を見ることができる地域に存在
しています。 
そのような学校の中で、「富士塚」という名前をもった学校があります。鎌倉市町屋にあ

る鎌倉市立富士塚小学校です。富士塚とは、江戸時代に流行した富士信仰に基づいて、富士
山に似せて造られた人工の山や塚、石塔などのことです。富士山が見える関東地方に多く分
布しており、神奈川県内にも 100 箇所以上の富士塚が確認されています。富士塚小学校の
ホームページを見ると、校名の由来となった富士塚の写真を見ることができます。 
また、これらの学校はもとより、神奈川県内の学校で、富士山が見える地域にある学校で

は、必ずと言っていいほど、校歌の中に富士山が歌われています。 
 
6.富士信仰と富士講 
 
富士信仰とは、富士山を神と見立てて、信仰・崇拝の対象とすることです。日本人の富士

山に対する信仰の歴史は古く、その起源は奈良・平安時代まで遡ることができますが、人び
とのあいだで大流行したのは江戸時代でした。富士講と呼ばれる信仰者の集団ができ、江戸
時代後期には「江戸八百八講、講中（講のメンバー）八万人」とも言われました。その中に
は現在も活動を続けている講もあります。 
富士講の活動の中心は、「オガミ（拝み）」と呼ばれる礼拝行事と、富士詣と呼ばれる富士

登山です。そしてその信仰の拠りどころとして、石や土を盛って富士山の形を模した富士塚
と呼ばれる山や塚を作ったのです。当時の富士山は女人禁制で、また旅も困難であったため、
身近な場所に富士塚を作ることで誰でも富士参拝ができるようにと、富士塚が築かれまし
た。現在でも、富士山の山開きの日にあわせて、富士講の講員が富士塚に登山する行事があ
ります。 
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7.世界遺産としての富士山 
 
富士山は、「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」 Fujisan, sacred place and source of 

artistic inspirationという名称で世界遺産登録となりました。そして、その背景となる世界
遺産の評価基準は次の３点です。 
 
１．山頂への登拝や巡礼に代表される、「富士山信仰」という、山に対する固有の文化的伝
統を表す証拠であること。 
→世界遺産評価基準ⅲ：現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文
明の存在を伝承する物証として無二の存在（少なくとも希有な存在）である。 

２．その荘厳で崇高な形姿が、葛飾北斎や歌川広重の浮世絵をはじめとして、顕著な普遍的
意義を持つ芸術作品の源泉となっていること。 
→世界遺産評価基準ⅳ：歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集
合体、あるいは景観を代表する顕著な見本である。 

３．こうした信仰活動や芸術活動を通じ、神聖なる「名山」、日本及び日本文化を象徴する
「名山」として認識されており、世界的な「名山」としての景観の顕著な事例であること。 
→世界遺産評価基準ⅵ：顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、
信仰、芸術的作品、あるいは文学的作品と直接または実質的関連がある（この基準は他
の基準とあわせて用いられることが望ましい）。 

 
8.資料解説 
 
■Ａ．富士山に想う：富士山をめぐる伝説や、富士山に対する作者の想いを綴った文章 
 
1 ふじの山 
太郎花子こくごの本 ひばりのうた 2 年上 小国 250 日本書籍国語編修委員会著 日

本書籍 1952（昭和 27） 
光を放つ不思議な竹の中から現れたかぐや姫の物語です。竹取の翁に育てられたかぐや

姫が、月へ帰ったあとの後日談に富士山が登場します。 
 
2 ふじ山の鳥よせ 瀬田貞二著 
新編新しい国語 3下 国語 3132 林四郎ほか著 東京書籍 1977（昭和 52） 
出典は児童文学作家・瀬田貞二（1916-1979）の、『お父さんのラッパばなし』です。子

どものころ富士山の近くに住んでいたお父さんが、幼稚園に通う「もとちゃん」と兄弟に語
る思い出話です。 
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3 桜と富士 若山牧水著 
国語 中学校用総合 2 中国 A-803 岡崎義恵編 日本書院 1959（昭和 34） 
本書の扉には、日本画家・東山魁夷（1908-1999）の「光昏」が掲載されています。 

 
4 桜と富士 若山牧水著 
国語 中学校 2 国語 8016 岡崎義恵編 日本書院 1962（昭和 37） 
宮崎県生まれの歌人・若山牧水（1885-1928）は、かつて故郷で見た山桜の思い出に、

天城山に登ったときに見た山桜の姿を重ね合わせ、桜も富士も最もよく日本の美しさを表
したものである、と述べています。牧水にとって富士山は、「悲しく鋭くその頂を仰いでい
る」、「美しく寂しく仰がれる」存在として映っていました。 
 
5 富士登山 荻原井泉水著 
中等国語 1上 改訂版 中国 772 三省堂編修所編 三省堂出版 1951（昭和 26） 
俳人・萩原井泉水（1884-1976）の『山水巡礼』から、自身の富士登山の記録を紹介し

ています。本文によると、月が出る頃から登りはじめた一行は、一合目から五合目までは馬
に揺られての登山で、十時過ぎに着いた五合目は「天地の境」であるとしています。六合目
で一休みをしたあと、午前一時ころに八合目の山小屋に着き、その後頂上で日の出を待った
ようです。 
また、遠くの登山道に見える山小屋の灯を「宝石のような灯が点々としてちりばめられて

いた」と表現したり、はるか見下ろす吉田の町の灯についての記述があったりと、登山道か
らみえる灯に心を奪われていたようです。 
 
6 富士（たった一人の山） 浦松佐美太郎著 
模範中学国語 3下 改訂版 中国 9-955 金子武雄編 実教出版 1956（昭和 31） 
作家であり登山家でもあった浦松佐美太郎（1901～1981）の作品です。作者は富士山の

清新な姿に心を打たれていたようで、「朝の光に見る富士の輪郭は、鋭いまでに細かく、お
ごそかにも美しい」とその姿の大きさや美しさを讃え、「富士山をもつわたくしたちは幸い
であると思わずにはいられない」としています。 
また、スポーツとしての登山を認めながらも、「山を愛する心」と「遊山の気分」とはず

いぶん違うといい、富士山が「神さびて高く尊い山」あり、だれしもが「山を通してさらに
遠くはるかなるものを考えずにはいられない」としています。さらに、万葉の歌人・山部赤
人や小泉八雲などの文章を取り上げながら、「日本と富士とがよく並び称されるのも、富士
がただひいでて美しいばかりではないことを知ろう。富士山によっていま一度祖国の精神
を考え直すことは、どんなに意義深いことかしれない」としています。 
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■Ｂ．富士山に登る：富士登山の思い出を記した児童・生徒の作文 
 
7 富士登山 
国語 6年上 国語 6003 武者小路実篤他編 教育出版 1962（昭和 37） 

 
8 富士登山 
改訂新しい国語 5年上 小国 5-500 柳田国男編 東京書籍 1953（昭和 28） 

 
9 富士登山 
新編新しい国語 5年 1 小国 5-591 柳田国男編 東京書籍 1955（昭和 30） 

 
10 富士登山 
改訂新中学国語 1上 中国 7-736 能勢朝次編 大修館書店 1954（昭和 29） 
苦労しながらも頂上を目指す富士登山の様子は、国語の教科書の紀行文の教材としてし

ばしば取り上げられていたようです。 
その多くが主人公と家族、親戚たちとの登山のエピソードを記したもので、登山の苦労話

とともに自然とのふれあいなどを描くことが多く見られます。また、強力、ご来光、石室、
浅間神社、金剛杖、焼印、山頂の測候所など、富士登山ならではのエピソードが紹介され興
味深いものがあります。 
 
11 富士登山 
小学新国語 6年上 国語 6035 石森延男著 光村図書出版 1964（昭和 39） 

 
12 富士登山 
小学新国語 6年上 国語 6043 石森延男著 光村図書出版 1967（昭和 42） 
この教材では、主人公の少女が山頂から母親に、「オヤコ三ニンイマフジ サンノチヨウ

ジ ヨウニタツ」と電報を出すシーンが描かれています。 
富士山頂には明治時代から郵便局が設置されていますが、登山が許される夏のシーズン

だけの開局です。昭和 30年代中頃から 50年代にかけての富士登山ブームのときには、こ
の山頂郵便局から電話をかけたり電報を出したりすることが流行したといわれています。 
 
■Ｃ．富士山を詠う：富士山の美しさを讃えた詩歌 
 
13 富士のたかね 
小学国語 日本のアルバム 6 年上 小国 662 重松鷹泰監修 大阪書籍 1951（昭和

26） 
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本書の表紙には富士山と飛行機が描かれています。古くは万葉集・山部赤人の「田子の浦
ゆ うち出でてみれば 真白にぞ 富士の高嶺に 雪は降りける」を、また与謝蕪村の「富
士一つ うずみ残して 若葉かな」の句など、富士山を題材にした詩歌が紹介されています。 
 
14 朝のふじ山 子どもの詩 
しょうがくしんこくご 2 年下 国語 2036 石森延男著 光村図書出版 1965（昭和

40） 
富士山に感動した子どもの詩です。「ぼくは、大きくなったら、あの山へのぼってみたい

なあ。きれいな朝のふじ山」と見上げる富士山の頂を、「てっぺんが、さいたさくらのよう
に明るい」と表現しています。 
 
15 富士山 菱山修三著 
新国語 2 国語 8010 土井忠生編修 三省堂 1962（昭和 37）  
正月の清新な富士山をみて感動して作った詩を掲載しています。 

 
16 富士 草野心平著 
改訂新しい国語 6下 国語 614 林四郎ほか監修 東京書籍 1983（昭和 58） 
「その肩先で。雲はちぎれ。なにかしずかにいかっている。青いそらのなかで。美しい青

いそらの底で。」という草野心平の詩を掲載しています。草野心平による詩の連作「富士山」
は、中学校の国語の教科書にはしばしば取り上げられていますが、小学校国語の教科書で取
り上げられた例はあまりありません。 
 
17 富士山 草野心平著 
新中学国語 総合 2 上 新訂版 中国 8-886 能勢朝次ほか編 大修館書店 1957（昭

和 32） 
詩人・草野心平（1903-1988）の連作「富士山」より「第肆」を紹介しています。本書

の扉絵には葛飾北斎の「凱風快晴」が掲載されています。 
 
18 富士山 草野心平著 
中学国語 2年上 中国 8-894 土岐善麿編 中教出版 1958（昭和 33） 
本書の扉絵には洋画家・川島理一郎（1886-1971）の「蘆ノ湖夕照」が掲載されていま

す。 
 

19 富士山 草野心平著 
中学国語 2 国語 8021 山本有三 石井庄司編集 日本書籍 1966（昭和 41） 
扉には洋画家・梅原龍三郎（1888-1986）の「天地鐘秀」を載せています。 
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20 富士山 草野心平著 
新版中学国語 3年 国語 9024 佐藤春夫ほか編 教育出版 1966（昭和 41） 
草野心平の連作「富士山」より「第肆」を紹介しています。なお本書には、「富士がかわ

るのではなく、人間の心が改まるために、元旦の富士はきびしく清らかに見える」という、
随筆家・森田たま（1894-1970）の「たいせつな山」もあわせて掲載されています。 

 
21 富士山作品第質 草野心平著 
中学校国語 3 国語 907 阿川弘之 野地潤家ほか著 学校図書 1997（平成 9） 
本書見開きには富士山の写真を掲載しています。 

 
■Ｄ．富士山を描く：富士山を題材に創作活動を続けた芸術家たちの物語 
 
22 富士の絵 
小学国語 6下 国語 6020 川端康成ほか著 大阪書籍 1962（昭和 37） 

「富士は理想をもってえがかなければならない」という、日本画家・横山大観（1868-1958）
の言葉から本文は始まります。前半では大観の生涯を振り返り、後半では富士山と大観の関
わりについて言及しています。 
 
23 赤富士とカメラ 
国語 6年 2 国語 6014 麻生磯次ほか著 大日本図書 1962（昭和 37） 

 
24 赤富士とカメラ 
小学校国語 6年-2 国語 6034 麻生磯次ほか著 大日本図書 1965（昭和 40） 
富士山をめぐる芸術家として、江戸時代の北斎と広重、そして「赤富士」を追い続けた現

代のカメラマンを紹介しています。 
 
■Ｅ．富士山に挑む：富士山頂で越冬観測を試みた気象学者・野中至の物語 
 
25 富士のいただき 
改訂小学国語 6年下 小国 A-615 川端康成ほか著 大阪書籍 1956（昭和 31） 

 
26 心をうつ人々 富士山ちょう 柴野民三著 
新しい国語 6年 1 国語 6015 柳田国男ほか編 東京書籍 1961（昭和 36） 

 
27 現代文学の読み方 富士山頂 橋本英吉著 
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新中学国語 3上 中国 951 能勢朝次編 大修館書店 1952（昭和 27） 
 
28 読書に親しむ 富士山頂 橋本英吉著 
私たちの国語 2 国語 8012 麻生磯次編著 大日本図書 1962（昭和 37） 

 
29 小説 富士山頂 橋本英吉著 
私たちの文学 3下 中国 962 麻生磯次監修 秀英出版 1952（昭和 27） 
富士山頂で最初の越冬観測を試みた気象学者・野中至（1867-1955）の物語です。野中

は 26歳の時に気象観測の精度をあげるため高山での越冬観測を決意します。富士登頂に一
度は失敗しますが翌年 2月に成功、6月に資材を運搬、8月着工、10月には遅れて山頂に
到着した妻・千代子とともに観測を開始します。病気のために越冬観測はできませんでした
が、82日間に及ぶ冬季観測に成功しました。 
教科書には野中の生涯を綴った、作家・橋本英吉（1898-1987）の『富士山頂』が取り

上げられています。小学校の教科書では登山から下山までの野中の半生を通して描きます
が、中学校の教科書では、重い病に苦しみながらも観測を続けようとした、二人の夫婦愛を
中心に物語は描かれています。 
 
30 脚本・シナリオの読み方  富士山頂観測所 柳沢寿男著 
私たちの言語 2 中国 863 麻生磯次監修 秀英出版 1952（昭和 27） 
荒天にみまわれた富士山頂測候所と地上の観測所の間で交わされた、緊迫した内容の無

線交信を中心にした現代劇のシナリオです。 
 
■F．富士山を知る：富士山の噴火の歴史や、観光地としての富士山 
 
31 美しい国土 富士・箱根・伊豆 
国語 5年上 国語 5003 武者小路実ほか編 教育出版 1962（昭和 37） 
十和田・瀬戸内海の紹介とともに構成される「美しい国土」という章に収められています。

日本各地の名所についての説明文で、図版として富士山と芦ノ湖の写真が掲載されていま
す。 
 
32 富士は生きている 森下晶著 
国語 銀河 5上 国語 509 石森延男ほか著 光村図書出版 1980（昭和 55） 

 
33 富士は生きている 森下晶著 
国語 銀河 5上 国語 519 石森延男ほか著 光村図書出版 1983（昭和 58） 
江戸時代の宝永や貞観の噴火など、火山としての富士山の歴史が紹介されています。また、
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噴火によってできたといわれている青木ケ原樹海の成り立ちにも触れられるなど、自然科
学的な視点で描かれた富士山の姿です。 
 
■G．富士山で考える：富士山を題材に考える環境問題 
 
34 環境とすまい 富士山はほんとうにあるのか 和達和夫著 
小学校国語 5年下 国語 5072 井上敏夫ほか著 学校図書 1974（昭和 49） 
1970年に大阪で開催された日本万国博覧会見物のため日本を訪れた外国人が、日本の富

士山はすばらしいといわていれるが、私は新幹線から一度もその姿を見たことがない、と語
ったことから物語は始まります。 
実は大気汚染が原因だという話に続きますが、文中には晴れている時に見える富士山の

姿とスモッグで見えない富士山の写真も掲載され、この頃社会問題となった公害をテーマ
にした内容となっています。作者である和達清夫（1902-1995）は、初代の気象庁長官を
務めた人物です。 
 
■Ｈ．富士山を歌う：音楽の教科書から、富士山や三保の松原にまつわる歌 
 
35 ふじ山 
おんがく ３ 小音 354 下総皖一ほか監修 教育芸術社 1956（昭和 33） 
巌谷小波の作詞による文部省唱歌「ふじ山」です。現在の小学校学習指導要領にも、第 3

学年の共通教材として「ふじ山」は紹介されています。 
 
36 富士登山 桑田つねし作詞 
小学音楽 ４年生 小音 420 佐々木英一ほか著作 全音教科書 1951（昭和 26） 
1 番の歌詞には、「富士の山の 山のぼり、こんごうづえ つきながら（六根しょうじょ

う 六根しょうじょう）」とあります。解説には「昔から高い山にのぼる人たちは「六根し
ょうじょう」と、となえながらのぼりました。」と解説がつけられています。「六根清浄」と
は仏教思想に由来を持つ言葉で、人間の体を清らかにする、という意味があり、登山の時の
かけ声となりました。 
 
37 はごろも 
しょうがくせいのおんがく２ 小音 214 加藤成之監修 教育出版 1951（昭和 26） 

 
38 「はごろも」はやしりゅうは作詞 
わたくしたちのおんがく２ 小音 211 教育図書研究会監修 学校図書 1951（昭和

26） 
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■Ｉ.教科書の中の三保の松原：三保の松原や羽衣伝説にまつわる内容 
 
39 はごろも 
太郎花子こくごの本 青いお空 2 年下 小国 251 日本書籍国語編修委員会著 日本書

籍  1952（昭和 27） 
いわゆる「はごろも」伝説をもとにした学芸会の台本です。教科書のタイトルにもなって

いる主人公・太郎の学芸会という設定で、太郎さんは漁師の役でした。本文はト書きで台詞
が書かれ、学芸会の舞台を描いた挿絵がついています。 
 
40 はごろも 栗原一登著 
しんこくご ごむまり 2年中 小国 266 垣内松三著 光村図書出版  1953（昭和 28） 
作者の栗原一登（1911～1994）は児童劇作家で、数多くの作品が小学校国語の教科書に

取り上げられています。本書では、海辺や松の林に題材を求めた詩・物語・劇の三部作を紹
介しています。 
 
41 むかし話 はごろも 
こくごの本 2年下 改訂版 小国 274 二葉国語の本編修部編 二葉  1953（昭和 28） 
「はごろも」を、学芸会の台本ではなく物語として紹介しています、 

 
42 人類の夢 羽衣の話 丸山林平著 
改訂版中学標準国語 2下 中国8-848 今泉忠義ほか著 教育図書  1955（昭和30） 
教科書の扉絵として、「稽古」でも有名な明治～昭和時代の洋画家・白滝幾之助（1873～

1960）の「羽衣」を掲載しています。「羽衣の伝説は白鳥説話ともいわれ、これは全世界に
わたって語られているといってもよいほど、世界のあちらこちらに今も残っている。」とし
て、近江風土記・沖縄・シベリアなど四つの作品を紹介しながら、説話の伝承・比較につい
て考えています。 
 
43 三つの舞台 羽衣 
山本有三編集国語 総合編 中学 3年 1 中国 9-909 財団法人青少年文化の会著 日本

書籍 1956（昭和 31） 
謡曲（能の台本）「羽衣」です。 

 
44 羽衣 星新一著 
中学校国語 2 国語 808 今泉忠義ほか著 学校図書  1975（昭和 50） 
空から舞い降りた天女は宇宙人だった、という異色の展開です。無重力ガウン、タイムマ
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シン、流動プラスティック、時間旅行会社といった SFならではの設定が登場します。 
 
9.展示資料一覧 
 
〈凡例〉 

A.～I. コーナー名・概要 
№,作品名,著者,教科書名,教科書記号・番号,著者・編者,出版者,出版年 

 
■Ａ．富士山に想う：富士山をめぐる伝説や、富士山に対する作者の想いを綴った文章 
01,ふじの山,不明,太郎花子こくごの本 ひばりのうた 2年上,小国 250,日本書籍国語編修
委員会著,日本書籍,1952（昭和 27） 

02,ふじ山の鳥よせ,瀬田貞二,新編新しい国語 3 下,国語 3132,林四郎ほか著,東京書
籍,1977（昭和 52） 

03,山桜と富士,若山牧水,国語中学校用総合 2,中国 A-803,岡崎義恵編,日本書院,1959（昭
和 34） 

04,山桜と富士,若山牧水,国語中学校 2,国語 8016,岡崎義恵編,日本書院,1962（昭和 37） 
05,富士登山,荻原井泉水,中等国語1上改訂版,中国772,三省堂編修所編,三省堂出版,1951
（昭和 26） 

06,富士（たった一人の山）,浦松佐美太郎,模範中学国語 3下改訂版,中国 9-955,金子武雄
編,実教出版,1956（昭和 31） 

 
■Ｂ．富士山に登る：富士登山の思い出を記した児童・生徒の作文 
07,富士登山,不明,国語 6年上,国語 6003,武者小路実篤ほか編,教育出版,1962(昭和 37） 
08,富士登山,不明,改訂新しい国語 5 年上,小国 5-500,柳田国男編,東京書籍,1953（昭和

28） 
09,富士登山,不明,新編新しい国語 5 年 1,小国 5-591,柳田国男編,東京書籍,1955（昭和

30） 
10,富士登山,生徒作品,改訂新中学国語 1上,中国 7-736,能勢朝次編,大修館書店,1954（昭
和 29） 

11,富士登山,不明,小学新国語6年上,国語6035,石森延男著,光村図書出版,1964（昭和39） 
12,富士登山,不明,小学新国語6年上,国語6043,石森延男著,光村図書出版,1967（昭和42） 
 
■Ｃ．富士山を詠う：富士山の美しさを讃えた詩歌 
13,富士のたかね,不明,小学国語日本のアルバム 6 年上,小国 662,重松鷹泰監修,大阪書
籍,1951（昭和 26） 

14,朝のふじ山,子どもの詩,しょうがくしんこくご 2年下,国語 2036,石森延男著,光村図書
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出版,1965（昭和 40） 
15,富士山,菱山修三,新国語 2,国語 8010,土井忠生編修,三省堂,1962（昭和 37） 
16,富士,草野心平,改訂新しい国語 6 下,国語 614,林四郎ほか監修,東京書籍,1983（昭和

58） 
17,富士山,草野心平,新中学国語総合 2 上新訂版,中国 8-886,能勢朝次ほか編,大修館書
店,1957（昭和 32） 

18,富士山,草野心平,中学国語 2年上,中国 8-894,土岐善麿編,中教出版,1958（昭和 33） 
19,富士山,草野心平,中学国語 2,国語 8021,山本有三 石井庄司編集,日本書籍,1966（昭
和 41） 

20,富士山,草野心平,新版中学国語 3 年,国語 9024,佐藤春夫ほか編,教育出版,1966（昭和
41） 

21,富士山作品第質,草野心平,中学校国語 3,国語 907,阿川弘之 野地潤家ほか著,学校図
書,1997（平成 9） 

 
■Ｄ．富士山を描く：富士山を題材に創作活動を続けた芸術家たちの物語 
22,富士の絵,不明,小学国語 6下,国語 6020,川端康成ほか著,大阪書籍,1962（昭和 37） 
23,赤富士とカメラ,不明,国語 6 年 2,国語 6014,麻生磯次ほか著,大日本図書,1962（昭和

37） 
24,赤富士とカメラ,不明,小学校国語 6年-2,国語 6034,麻生磯次ほか著,大日本図書,1965
（昭和 40） 

 
■Ｅ．富士山に挑む：富士山頂で越冬観測を試みた気象学者・野中至の物語 
25,富士のいただき,不明,改訂小学国語6年下,小国A-615,川端康成ほか著,大阪書籍,1956
（昭和 31） 

26,富士山ちょう,柴野民三,新しい国語 6 年 1,国語 6015,柳田国男ほか編,東京書籍,1961
（昭和 36） 

27,富士山頂,橋本英吉,新中学国語3上,中国951,能勢朝次編,大修館書店,1952（昭和 27） 
28,富士山頂,橋本英吉,私たちの国語 2,国語 8012,麻生磯次編著,大日本図書,1962（昭和

37） 
29,富士山頂,橋本英吉,私たちの文学 3 下,中国 962,麻生磯次監修,秀英出版,1952（昭和

27） 
30,富士山頂観測所,柳沢寿男,私たちの言語 2,中国 863,麻生磯次監修,秀英出版,1952（昭
和 27） 

 
■F．富士山を知る：富士山の噴火の歴史や、観光地としての富士山 
31,富士・箱根・伊豆,不明,国語 5年上,国語 5003,武者小路実篤ほか編,教育出版,1962（昭
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和 37） 
32,富士は生きている,森下晶,国語銀河5上,国語509,石森延男ほか著,光村図書出版,1980
（昭和 55） 

33,富士は生きている,森下晶,国語銀河5上,国語519,石森延男ほか著,光村図書出版,1983
（昭和 58） 

 
■G．富士山で考える：富士山を題材に考える環境問題 
34,富士山はほんとうにあるのか,和達清夫,小学校国語 5年下,国語 5072,井上敏夫ほか著,
学校図書,1974（昭和 49） 

 
■Ｈ．富士山を歌う：音楽の教科書から富士山や三保の松原にまつわる歌 
35,ふじ山,巌谷小波,おんがく３,小音354,下総皖一ほか監修,教育芸術社,1956（昭和33） 
36,富士登山,桑田つねし,小学音楽４年生,小音 420,佐々木英一ほか著作,全音教科
書,1951（昭和 26） 

37,富士登山,不明,しょうがくせいのおんがく２,小音 214,加藤成之監修,教育出版,1951
（昭和 26） 

38,はごろも,はやしりゅうは,わたくしたちのおんがく２,小音 211,教育図書研究会監修,
学校図書,1951（昭和 26） 

 
■Ｉ.教科書の中の三保の松原：三保の松原や羽衣伝説にまつわる内容 
39,はごろも,不明,太郎花子こくごの本青いお空 2年下,小国 251,日本書籍国語編修委員会
著,日本書籍,1952（昭和 27） 

40,はごろも,栗原一登,しんこくごごむまり 2 年中,小国 266,垣内松三著,光村図書出
版,1953（昭和 28） 

41,はごろも,不明,こくごの本 2 年下改訂版,小国 274,二葉国語の本編修部編,二葉,1953
（昭和 28） 

42,羽衣の話,丸山林平,改訂版中学標準国語 2 下,中国 8-848,今泉忠義ほか著,教育図
書,1955（昭和 30） 

43,羽衣,不明,山本有三編集国語総合編中学3年1,中国9-909,財団法人青少年文化の会著,
日本書籍,1956（昭和 31） 

44,羽衣,星新一,中学校国語 2,国語 808,今泉忠義ほか著,学校図書,1975（昭和 50） 
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10.展覧会情報 
 

名称：神奈川県立総合教育センター 教育図書室 
夏の教科書展覧会 富士山と教科書 

会期：平成 25年 8月 9日(金)～9月 20日(金) 
＊展示時間：9:00～16:45 
＊休 室 日：土曜日・日曜日・祝祭日（9/16） 

会場：神奈川県立総合教育センター教育図書室 
＊善行庁舎 南棟２階 
〒251-0871 藤沢市善行 7-1-1 
☎ 0466-81-1679（教育課題研究課直通） 
http://www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp 
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